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1．はじめに

৘報Խ施޻の取り組みとして，建ઃ施޻の効཰Խ，
品質の֬อ，施؅޻ཧや؂ಜݕ査にお͚るۀ務改ળ等
を໨的として৘報௨৴ٕज़（*$5）のར用がਐみつつ
ある。国౔ަ௨লが平成 25 年 3 月に発දした「৘報
Խ施޻ਪਐઓུ」では，ߋに৘報Խ施޻をਪਐするた
Ίの 5 つのॏ఺໨ඪと 10 の取り組みがࣔさΕており，
ॏ఺໨ඪの一つとして৘報Խ施޻に関するڭҭ・ڭश
のॆ実（ਓࡐҭ成）があ͛ΒΕている。この「ਓࡐҭ
成」に関して，（一ࣾ）日本建ઃػց施ڠ޻ձが実施
している「৘報Խ施ݚ޻修ձ」（以下，ݚ修ձ）につ
いてその現ঢ়とࠓ後の課題についてड़΂る。

2．背景

国౔ަ௨লでは平成 20 年 2 月に立ͪ上͛たʰ৘報
Խ施޻ਪਐձٞʱ͔Β最ॳの「৘報Խ施޻ਪਐઓུ」
を発ද（ಉ年 7 月）し，その後の 5 年間，ֶ׭ຽ͛ڍ
て৘報Խ施޻のීٴ・ଅਐに౒Ίて͖ている。施޻޻
छとして，੝౔޻・ฮ装޻を中৺に *$5 ٕज़の活用
方ࡦのݕ౼がਐΊΒΕており，この成果の一؀として，

「5S を用いたग़དྷ؅ܗཧཁྖ」（౔޻ฤ，ฮ装ࣄ޻ฤ）
や「5S を用いたग़དྷ؅ܗཧの؂ಜ・ݕ査ཁྖ」（ಓ
路౔޻ฤ，河川౔޻ฤ，ಓ路ฮ装ฤ）がまとΊΒΕて
͖ている。

また，౔໦ࣄ޻の施޻現৔においては，施޻およͼ
施؅޻ཧのলྗԽ，品質޲上を໨的として，Ϟʔλʔ
άレʔμやブϧドʔβなどのマシϯίϯトロʔϧ（以
下，3%-M$）ٕज़を用いた施ࢧ޻ԉシステム，όッ
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ラのي੻؅ཧによる໘的な品質؅ཧٕज़（కݻΊ），
そのଞの「*$5 を用いた施ٴ޻ͼ؅ࣄ޻ཧシステム」
をಋ入するなど，*$5 ٕज़の活用ࣄ例が大規模ࣄ޻
現৔はもͪΖΜのこと，খ規模ࣄ޻においても報告さ
Εている。

このような中，国౔ަ௨লが平成 25 年 3 月にࠓ後
の 5 年間のීٴଅਐのたΊの施ࡦ（新）「৘報Խ施޻
ਪਐઓུ」～「࢖う」͔Β「活͔す」΁，新たな建ઃ
生࢈のஈ階に௅Ήʂʂ～が発දさΕ，その中で，৘報
Խ施޻のීٴのたΊのॏ఺課題のͻとつに「ਓࡐҭ成」
が上͛ΒΕている。

3．研修会の実績と課題

（1）研修会の立ち上げ
（一ࣾ）日本建ઃػց施ڠ޻ձは，3 σʔλをݩ࣍

ར用した建ઃػց制御に関するج本的なڭҭを実施
し，実ફ的な活用がग़དྷるٕज़者をҭ成することを໨
的として৘報Խ施޻・安全ڭҭݚ修ηϯλʔを発଍し，

「৘報Խ施ݚ޻修ձ」を平成 20 年 7 月に立ͪ上͛た。

（2）研修会受講者
修ձとݚʡܕ修ձのछྨは一ൠにืूするʠެืݚ

修ʡのݚۀاうʠߦまたはஂମがۀا 2 छྨがある。
平成 20 年度～ 24 年度間のݚ修ձडߨ者਺はެืݚܕ
修ձ 406 名（20 回），ݚۀا修 535 名（35 回）の合ܭ
は֓Ͷ一ઍ名となった（表─ 1）。全ମ的な޲܏とし
ては平成 20 年度͔Β平成 22 年度まではडߨ者が૿Ճ
したが，平成 22 年度をϐʔΫとして減গの޲܏にあ
る（図─ 1，2 。（রࢀ

図─ 1　情報化施工研修会年度別受講者数

表─ 1　情報化施工研修会実績

छผ （H20-24）ܭྦྷ
修ձݚܕืެ 406 名 �20 回
修ձݚۀا 535 名 �35 回

ܭ 941 名 �55 回
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（3）研修会内容の改善
平成 20 年度にݚ修ձを立ͪ上͛て以དྷ，ٛߨや実

शの内༰，テキストの改ળをਐΊて͖た。そのओな改
ળ߲໨は以下のようである。
内༰の改ળֶ࠲（1
ᶃ測ྔのߨૅجश：第 1 回ݚ修ձでߦࢼするも実शも

ؚΊてؙ 1 日͔͔るたΊ࣍回͔Β見ૹり
ᶄઃܭσʔλ࡞成の実श：डߨ者全てが࡞成で͖るよ

うな実श࣌間の֦ॆ
ᶅ発஫者͚޲テキストの࡞成（5S ग़དྷ؅ܗཧ）
2）実श内༰の改ળ
ᶃకݻΊ؅ཧシステムのߨशٴͼ実श（ৼ動ロʔラ）：

2010.2 より௥Ճ実施
ᶄόッΫϗ΢ MG の実श：2010.3 より௥Ճ実施
ᶅ 7RS システムの実श：関ۀ܎者ྗڠにより 2011 よ

り実施
修用ઃඋの֦ॆݚ（3
ᶃ実श用ίʔス੔උ（M$ 用 2 ίʔスに，۷࡟Ϡʔド，

కΊݻΊϠʔドを௥Ճ）
ᶄडߨ者用 1$ ഑置
ᶅブϧドʔβ，άレʔμಋ入：2010.5，+$M" として

修用に新規ಋ入ݚ

（4）「研修会」に関わる最近の動き
：修ձݚܕืެ（1
「5S ग़དྷ؅ܗཧݚ修ձ」の新ઃ：5S ग़དྷܗのݚ修

には多くのडߨ者を期଴したが，डߨ者૿につながΒ
な͔った。
修ձݚۀا（2

$M* が௨ৗߦっているݚ修ձの΄͔に，௕໺県ۀ
者が୯ಠで実施するなどの新しい動͖があった。
3）ཧղ度チΣッΫ用テストのߦࢼ

者΁のཧղ度チΣッΫのߨ修डݚۀاおよͼܕืެ
テストを実施した。
4）৘報Խٕज़঺հ用動ըの制࡞

Β͔ۀاྗڠ修ձݚ 1R 動ըの提供をड͚，ฤू・
制࡞をߦい，地方੔උہ，+$M" 部などでの活用ࢧ

をすすΊている。
5）ग़ுݚ修（+$M"，施޻૯ݚ΁のߨԋ・ݚ修ґཔ）

平成 24 年度に地方੔උہ，+$M" 関よػ部，ଞࢧ
りߨԋ・ݚ修ґཔが急૿し，ܭ 24 回，໿ 2,200 名の
方がௌߨしている（ߟࢀまでに，H22 年度は 14 回，
H23 年度は 12 回で，डߨ者਺は H24 年度の 1�3 以下
であった）。

（5）研修会の課題
修ձݚܕืެ（1

܏者ともに減গߨ਺，ड࠵修ձは最近，։ݚܕืެ
にあり，H24޲ 年度にはݚ修ձඅ用を見直したが，ड
。者の֬อにつながΒな͔ったߨ

このݪҼとして，最近，֤ 地でຽ間，׭ଆでߨशձ，
・शඅ用，ཱྀඅߨ，さΕて͖ているたΊ࠵修ձが։ݚ
॓ധඅ用をともなうݚ修のඞવ性がないことがߟえΒ
Εる。
修ݚۀا（2

修はݚۀا修ձにରしてݚܕืެ H22 以降ίϯス
λϯトに活用さΕている。こΕは，৘報Խ実地ݚ修に
おいてはઃܭσʔλ，ઃܭσʔλに合கするίʔス，
৘報Խで࢖えるॏػなど४උするものが多く，こΕΒ
を࣋たないۀاにとっては౰ݚ修Ϡʔドを活用するメ
リットがあると൑அさΕていることがߟえΒΕる。
3）ग़ுݚ修

֤地੔，+$M" ߦ関͔Βのཁ੥でػ部およͼଞࢧ
うग़ுݚ修が૿Ճしている。౰ॳは֓࿦的な内༰で
あったものが，最近は 5S，1$ を࢖用したݚ修が૿
Ճする޲܏がある。ࠓ後，ݚ，ࡐػ修スλッフなどの
૿強をඞཁとする可能性がある。

4．改めて「研修会」ニーズとは？

（1）情報化施工を担う人材に求められるもの
৘報の活用はことػց施޻のみでなく，ۀ務ϓロη

ス全ମを変えることになるたΊに，こΕまでな͔った
現৔のマシϯίϯト޻も生͡てくる。例え͹，౔ۀ࡞
ロʔϧを૝ఆすると，以下のような৔໘でのۀ࡞がඞ
ཁとなる。
ᶃ施ܭ޻ը（৘報Խ施ٕ޻ज़બఆ，৘報ԽのたΊの現

৔調査，施ܭ޻ըॻの࡞成）
ᶄઃܭσʔλの࡞成（発஫ਤॻ͔Βのઃܭσʔλநग़，

ઃܭσʔλ࡞成ۀ࡞）
ᶅॏػઃఆ（৘報ثػの取෇，ػց৘報入ྗ，キャリ

ブレʔシϣϯ，動֬࡞ೝ）
ᶆج४ہઃ置（ثػのઃ置，௨৴ઃఆ，動֬࡞ೝ）

図─ 2　情報化施工研修会年度別受講者数（内訳）
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ᶇग़དྷ؅ܗཧ（ઃܭσʔλ࡞成，ثػઃ置，σʔλॲཧ）
こΕΒを見て෼͔るように，ैདྷ，施؅޻ཧ，測ྔ

者，ػցΦϖレʔλなどෳ਺のアΫλʔが෼୲して
，うこと，すなわͪߦしてܞを৘報で࿈ۀ࡞っていたߦ
ઃܭ৘報の取ಘと入ྗ，施ػ޻ց΁の入ྗ，৘報Խػ
ցによる施޻，施݁޻果のσʔλॲཧなど，多ذにわ
たるۀ࡞がඞཁとなる。

入ྗσʔλの正֬さをࣄલにチΣッΫす΂͖ことな
ど，৘報活用のϓロηスにおいてʠ手໭りʡが生͡な
いようにཹҙす΂͖であるのはݴうまでもない。

৘報Խ施޻を立Ҋして実施で͖るʠ৘報Խ施޻୲౰
者ʡには，上هᶃ～ᶇにࣔすようなٕज़のशಘが๬ま
ΕるとߟえΒΕる。したがって，「ݚ修ձ」には図─
3 にࣔすようなֶ࠲や実शをؚΉカリキϡラムが๬ま
Εる。

（2）「研修会」で準備しているもの
以上のような「ݚ修ձ」΁のχʔζを౿まえたओཁ

なٕज़のうͪテキストによるઆ明͚ͩではࡁまない部
෼，すなわͪ実शに関してݚ修ձओ࠵者ଆが४උして

いるものについて以下にུ֓を঺հする。
1）3% ઃܭσʔλ

M$ 用ઃܭσʔλの࡞成方法には大͖く 2 ௨りの方
法があり，「路ઢσʔλ」による方法と「メッシϡσʔ
λ」による方法がある。そΕͧΕの活用໨的は，路ઢ
σʔλの৔合はൺֱ的୯७なઢܗを༗するಓ路の۠間
にదԠさΕるのもので，ԣஅ構成がෳࡶな۠間や，ற
ं৔などൣ޿ғの଄成およͼฮ装の৔合ではメッシϡ
σʔλによる方法がదしている。

修ձでは，2ݚ छྨのઃܭσʔλのར用方法，࡞成
方法をઆ明し，डߨ者ࣗ਎が 1$ に͔޲ってσʔλ࡞
成をߦう。
2）実शίʔス

三࣍ݩ M$ する࡞にૢࡍを実ػしたॏࡌ能を౥ػ
実शίʔスは，ݚ修ձ৔内のάラϯドに 2 ίʔスઃ置
した。実शίʔスのঢ়گを写真─ 1 に，平໘ਤを図
─ 4 にࣔす。

実शίʔスでは，डߨ者が֤ࣗ࡞成したઃܭσʔλ
をॏػにಡみࠐΜで，路൫の敷ۉしを実ࡍにମݧする

図─ 3　現場作業に対応するカリキュラム（案）

写真─ 1　実習コース全景

図─ 4　実習コース平面図
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ことがग़དྷるようになっている。֤測఺のԣஅޯ഑の
ઃఆがൺֱ的୯७なઃܭとなっていること͔Β，ίʔ
ス上でҠ動しながΒブレʔドやഉ౔൘の動͖を֬ೝで
͖る。
3）ॏػによる実श

ࡌに౥ػをॏ「σʔλܭઃ」成した࡞修者ࣗ਎でݚ
し，施޻実शをߦう。実शにおいてઆ明するج本߲ࣄ
は以下のとおりである。
ᶃハʔド΢Σア構成
ᶄج४఺などのઃ置
ᶅίϯトロʔラの࢖用方法
ᶆキャリブレʔシϣϯ
ᶇػଆのίϯトロʔラにઃܭσʔλをίϐʔ
ᶈ࡞ૢػおよͼૢ࣌࡞のཹҙ߲ࣄ
ᶉ施޻実श

以上でॏػを࢖った施޻が可能となる。ࢦಋһのࢦ
ࣔによりަ୅しながΒ施޻実शをߦう。
4）5S ग़དྷ؅ܗཧ

予Ί入ྗした「ઃܭσʔλ」とػց施޻後のग़དྷܗ
σʔλを実地に֬ೝをする。

֬ೝ方法は，ᶃग़དྷ֬ܗೝ用にઃ置したஸுりとਫ
ってメジャʔにより直઀֬ೝする方法，ᶄ࢖をࢳ 5S
を࢖ったग़དྷ؅ܗཧ方法とする。

5．おわりに

者਺が一୴૿Ճߨ立ͪ上͛後，年間のड「修ձݚ」
して͔Β減গにస͡て͖ている。最近，֤地でຽ間，
さΕて͖ていることがӨ࠵修ձが։ݚ，शձߨଆで׭
例ࣄでのトラブϧ޻えΒΕるが，実施ߟしているとڹ
や質໰等をड͚ることもあり，৘報Խ施޻のメリット
等΁のཧղが޿くೝࣝさΕたとはݴいがたい。

施޻現৔での *$5 ར用が新しいہ໘（*$5 活用޻
छの֦大，新ٕज़・新޻法の࠾用等）をܴえつつある
*M$，ࠓࡢ は建ઃ現৔χʔζにଇしたݚ修内༰を൐っ
てࠓ後もҾ͖ଓ͖৘報Խ施޻に関する「ਓࡐҭ成」の
一୺を୲っていく所存である。

 

ҏ౻　จ෉（いとう　;みお）
（一ࣾ）日本建ઃػց施ڠ޻ձ
施ٕ޻ज़૯合ڀݚ所
第三部௕ڀݚ

［筆者紹介］
上ੴ　修ೋ（あ͛いし　しΎう͡）

（一ࣾ）日本建ઃػց施ڠ޻ձ
施ٕ޻ज़૯合ڀݚ所
ٕज़ࣄࢀ




